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全
国
各
地
の
神
社
で
は
、
春
夏
秋
冬
、
さ
ま
ざ
ま
な
〝
ま
つ
り
〞

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
限
ら
れ
た
人
の
み
で
行
う
「
祭

ま
つ
り

（
祭
祀
）」
と
、
多
く
の
見
物
人
が
集
ま
る
「
祭さ

い

礼れ
い

」
と
に
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
区
分
は
、
民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
が

『
日
本
の
祭
』（
弘
文
堂
書
房
、
昭
和
十
七
年
）で
示
し
ま
し
た
。
柳
田
は
、

日
本
の
〝
ま
つ
り
〞
に
お
け
る
最
も
重
要
な
変
わ
り
目
は
「
見
物

と
称
す
る
群
れ
」（
見
物
人
）の
発
生
で
あ
る
と
考
え
、
特
に
美
し

く
華
や
か
で
、
見
物
人
が
集
ま
っ
て
く
る
〝
ま
つ
り
〞
を
「
祭
礼
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
祭
礼
」
は
、
京
都
で
成
立
・
展
開
し
、
や
が
て

各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
過
程
で
、

時
代
や
地
域
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
各
地
の
祭
礼
を

比
較
す
る
と
、
共
通
点
が
見
出
せ
る
の
と
同
時
に
、
独
自
性
も
見

出
せ
る
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

　
そ
し
て
、
祭
礼
は
、
行
事
の
把
握
や
見
物
の
た
め
、
あ
る
い
は

美
術
と
し
て
絵
画
に
も
描
か
れ
ま
し
た
。 

本
展
示
で
は
、
祭
礼
の

展
開
や
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
、
絵
画
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「やすらい祭・上賀茂競馬会図屏風」〈横山華山〉より

■ 開館時間 午前10時～午後６時（入館は午後５時30分まで）

■ アクセス

〕内スパンャキ谷渋學大院學國〔 82-01-4東区谷渋都京東 0448-051〒
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】  渋谷駅から徒歩約13分  都営バス（渋谷駅東口バスターミナル
車下」前学大院学国「）行ータンセ療医赤日30学 

【表参道駅から】 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】  恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分

 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば ータンセ療医赤日60学 

5 4 番のりば

車下」目丁四東「）行 

◎会期中、休館日はありません。

祭礼行列 渡る神と人

監修：笹生　衛（國學院大學博物館館長・本学教授）
執筆：大東敬明（本学准教授）
編集・展示：鈴木聡子（本学助教）・吉永博彰（本学PD研究員）
　　　　　　陣内理良（國學院大學博物館学芸員）

会期：平成28（2016）年10月15日（土）～12月４日（日）

　
明
治
時
代
に
な
る
と
、
政
治
・
社
会
情
勢
を
含

め
、
神
社
を
め
ぐ
る
環
境
や
制
度
は
大
き
く
変
化

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
暦
も
太
陰
太
陽
暦
か
ら
太
陽

暦
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
変
化
の
た
め

に
、
神
社
の
祭
祀
・
祭
礼
は
執
行
日
を
含
め
て
、

そ
れ
ま
で
通
り
に
行
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
例
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
に
お
い
て
、
一
年

の
う
ち
で
最
も
重
要
な
祭
祀
を
制
度
上
「
例
祭
」

と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
重
要
な
行
事

と
し
て
行
っ
て
い
た
祭
礼
な
ど
は
、「
例
祭
」
と

は
区
別
さ
れ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
一
般
に
「
私
祭
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
祇

園
祭
、
伏
見
稲
荷
大
社
の
稲
荷
祭
、
下
御
霊
神
社

の
神
幸
祭
・
還
幸
祭
な
ど
は
、
近
代
に
は
「
私
祭
」

と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
京
都
に
平
安
神
宮
、
札
幌
に
札
幌
神
社

（
現
在
の
北
海
道
神
宮
）が
創
建
さ
れ
る
と
、
例
祭
と

は
別
に
、
神
輿
や
鳳ほ

う

輦れ
ん

を
伴
っ
た
祭
礼（
そ
れ
ぞ
れ

時
代
祭
、
札
幌
ま
つ
り
・
神
輿
渡
御
）が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
近
代
は
祭
礼
に
も
大
き
な
変
革

が
起
こ
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「上御霊神輿渡御之図」（「稲荷神社両御霊神社私祭之図」〈国井応文〉）

※�神社名・祭礼名・地名などには、歴史的変遷がありますが、可能な限り現在の名称を
使用しています。

「官幣大社札幌神社鎮座三十年紀念祭市街御巡幸之図」〈栗田鉄馬〉

企
画
展

ミュージアムトーク

場所：國學院大學博物館ホール
▪10/22（土） 14：00～14：30
　鈴木 聡子（本学助教） 「賀茂祭（葵祭）」

▪10/29（土）14：00～14：30
　大東 敬明（本学准教授） 「祇園御霊会から札幌まつりへ」

▪11/12（土） 14：00～14：30
　笹生 　衛（当館館長・本学教授） 「神輿と行列」

無料
申込不要

　本展示は國學院大學学術資料センターで進めている研究事業の成果の一部である。



　
祭
礼
行
列
の
中
に
は
、
神
の
移
動
を
目
的
と
せ
ず
、

神
輿
を
伴
わ
な
い
行
列
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
神
事
な
ど
を
行
う
た
め
に
神
社
に
向
か
う
人
々
の

行
列
で
、
賀
茂
御
祖
神
社（
下
鴨
神
社
）・
賀
茂
別
雷
神
社（
上
賀

茂
神
社
）の
賀
茂
祭
や
、
春
日
大
社
の
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
お
渡

り
が
そ
の
代
表
で
す
。
行
列
の
中
心
は
勅ち

ょ

使く
し（

天
皇
の
使
い
）、

御
幣
、
唐か

ら

櫃ひ
つ

に
収
め
ら
れ
た
幣へ
い

帛は
く

な
ど
の
供
え
物
、
あ
る
い
は

芸
能
者
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
賀
茂
祭
は
、
勅
使
が
両
社
に
参
向
し
、
神
に
対
し
、
天
皇
か

ら
の
捧
げ
物
を
奉
り
、
宣
命（
天
皇
の
言
葉
）を
読
む
神
事
を
中

心
と
し
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
は
、
勅
使
と
斎
王（
神
に
仕
え
る
未
婚
の
皇
女
）を

中
心
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
列
が
一
条
大
路
で
合
流
し
、
両
社

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
大
路
は
、
こ
の
美
し
く
飾
ら
れ
た
行
列

を
見
物
し
よ
う
と
す
る
人
々
で
溢
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
山
・
鉾
・
屋
台
は
、
神
輿
の
行
列
に
加
わ
る
こ
と
も
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
行
列
や
祭
礼
を
賑
や
か
に
し
、
囃は

や

す
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
各
地
に
は
数
多
く
の
山
・
鉾
・
屋
台
が
出
る
祭
礼
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
三
十
三
の
祭
り
に
つ
い
て
、
政
府
は
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
山
・
鉾
・
屋
台
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
山だ

車し

」「
楽だ
ん

車じ
り

」
に
つ
い

て
、
神
が
依
り
つ
く
も
の（
依よ
り

代し
ろ

）と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
芸
能
を
演
じ
る
移
動
式
の
舞
台
、
芸
能
に
用

い
ら
れ
た
り
、
行
列
に
出
た
り
し
て
い
た
道
具
や
作
り
物
が
華

美
に
、
か
つ
大
き
く
な
り
、
車
を
つ
け
た
も
の
、
あ
る
い
は
こ

れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
の
山
鉾
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町

時
代
に
か
け
て
、現
在
に
通
じ
る
姿
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
山
・
鉾
・
屋
台
を
伴
う
祭
礼
が
全
国
に
広
が
る
の
は
江

戸
時
代
以
降
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
各
地
に
新
た
な
城
下
町

等
の
都
市
や
町
が
成
立
し
、
山
・
鉾
・
屋
台
を
作
る
技
術
や
文

化
的
基
盤
、
維
持
す
る
組
織
が
形
成
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　
神
輿
は
、
神
を
乗
せ
て
移
動
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
、
全

国
各
地
の
〝
ま
つ
り
〞
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
神
輿
が
〝
ま

つ
り
〞
に
出
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
平
安
時
代
の
中
頃
の
こ
と
で
、
こ
れ

は
日
本
の
〝
ま
つ
り
〞
の
歴
史
上
、
重
要
な
節
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
、
平
安
京
に
住
む
都
市
民
は
、
新
た
な
祭
祀
の
方
法
を
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
八
坂
神
社
、
伏
見
稲
荷
大
社
、
松
尾
大
社
な
ど
の
平
安

京
の
周
縁
に
位
置
す
る
神
社
の
神
を
京
中
の
御
旅
所
に
遷
し
て
祭
祀
を
行

い
、
ま
た
、
神
社
へ
と
お
戻
り
い
た
だ
く
と
い
う
形
式
で
す
。
神
社
に
坐

す
神
を
、神
輿
に
乗
せ
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
の
発
生
は
、

日
本
に
お
け
る
神
観
念
の
画
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
御
旅
所
と
の
往
復
の
際
に
は
、
神
輿
を
中
心
に
田
楽
や
獅
子
な
ど

様
々
な
芸
能
を
伴
っ
た
行
列
が
組
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
見
物

の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。十
二
世
紀
後
半
に
描
か
れ
た『
年
中
行
事
絵
巻
』

に
は
、
祇
園
御
霊
会
、
稲
荷
祭
な
ど
の
行
列
を
見
物
す
る
人
々
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
神
輿
は
、
こ
の
後
、
各

地
に
伝
播
し
、〝
ま
つ
り
〞
の
象
徴
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「葵祭図屏風」〈西村楠亭〉

「年中行事絵巻」祇園御霊会〈旧岡田本〉

「香取神宮神幸祭絵巻」

「祇園祭礼絵巻」〈冷泉為恭〉

「神田明神御祭礼番附」（安政６年版）

「和歌浦御祭礼御渡絵巻」より

神輿には、様々な芸能
も付随し、行列や祭礼
を賑やかにしています。
これは、紀州東照宮、
和歌祭の餅搗踊（手合
せ）です。


